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□ 

■
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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□
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□ 

□
□
□
□
□
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□
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□
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□
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○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

■
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

■
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

理 

事 

会 

報 

告 

九
月
二
十
九
日
（
水
）
第
六
回

理
事
会
を
浦
和
県
連
事
務
所
に

於
い
て
十
三
名
出
席
で
行
い
ま

し
た
。 

委
員
会
等
活
動
経
過
報
告･

計

画
予
定 

【
全
国
連
盟
活
動
】 

 

1
0
/
2
4
 

ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
（
Ｕ

Ａ
Ａ
Ａ
）
年
次
総
会 

1
0
/
3
1

～1
1
/
1
 

第
９
回
全
国

救
助
隊
交
流
集
会
・
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
自
然
保
護
集
会 

◇
新
メ
デ
ィ
ア
戦
略
首
都
圏
・

石
川
特
別
実
証
区
第
四
回
懇
談

会
「
十
月
一
日1

9
:
3
0

～
全
国

事
務
所
」 

議 

題 
 

 
 

１ 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

「
労
山
新
総
合
戦
略
改
訂
と
新

メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
役
割
」 

２ 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
討
議
と

合
意 

３ 

動
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
実

験
と
意
見
交
換 

４ 

そ
の
他 

・
ナ
マ
ス
テ
５

号 
 

・
ろ
う
さ
ん
ニ
ュ
ー
ス
特

別
実
証
区
版
発
行
に
つ
い
て 

新
メ
デ
ィ
ア
戦
略
一
次
会
報
告 

【
県
連
全
体
活
動
】 

◇
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
交
流
会

報
告 

（
９
月
５
日1

3
:
0
0

～
宇
都
宮

市
冒
険
活
動
セ
ン
タ
ー 

～
６
日
（
日
）
宇
都
宮
市
富
屋

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
～1

2
:
0
0

迄
）/

 

武
笠
・
徳
重 

出
席
。

各
会
と
も
、
会
員
減
少
の
悩
み
。 

来
年
の
全
国
総
会
で
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
と
し
て
西
本
氏
を
役
員

と
し
て
推
薦
。 

【
事
務
局
】1

0
/
8

三
役
会
議 

 
 

 
 

2
0
1
0

年
労
山
カ
レ
ン
ダ
ー
申

込
み
受
付
案
内
送
付 

 

県
連
と
し
て
名
入
り
カ
レ
ン

ダ
ー
を2

2
0

部
発
注
。
次
回
の

理
事
会
で
配
布
可
。 

 

労
山
加
入
手
続
き
の
手
順
を

次
回
の
三
役
会
議
で
確
認
。 

【
財 

政
】
連
盟
費
未
納
（
１
） 

【
機
関
紙
】 

♪
み
ん
な
の
歌

♪ 

機
関
紙
「
埼
玉
労
山
１
５

０
号
記
念
」 

特
別
版
発
行
、

配
布
・
送
付
。 

【
組 

織
】
北
部
Ｂ
で
会
員
拡

大
の
論
議
。
会
員
の
老
齢
化
で
、

自
分
が
楽
し
む
こ
と
で
充
分
、

他
人
の
面
倒
を
見
る
事
に
難
色

を
示
す
意
見
も
多
い
。 

 

労
山
お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク
で
、

新
入
会
員
を
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る

シ
ス
テ
ム
が
必
要
か
も
？ 

 
新
人
同
志
で
、
新
し
い
会
を

作
り
や
す
く
す
る
県
連
盟
の
体

制
作
り
を
考
え
る
。 

次
回
の
理
事
会
で
、
集
中
審
議
。 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

8
/
3
1
 

埜
歩
歩
市
民
公
開
ハ
イ

キ
ン
グ
紹
介
掲
載
・
９/

1
3
 

Ｎ

Ｐ
Ｏ
さ
い
た
ま
紹
介
掲
載 

9
/
2
0
 

山
用
品
「
山
遊
人
」
と

リ
ン
ク 

2
0
1
0

年
労
山
カ
レ
ン
ダ
ー
関

連
情
報
掲
載 

岩
つ
ば
め
に
紹
介
文
掲
載
依
頼 

【
女 

性
】1

/
2
3

～2
4
 

東
日

本
女
性
集
会 

9
/
1
4
 

女
性
委
員
会 

嶋
田
さ
ん
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

紀
行
を
機
関
紙
に
二
回
連
続
掲

載 【
ハ
イ
キ
ン
グ
】
全
国
ハ
イ
キ

ン
グ
交
流
集
会 

ハ
イ
ジ
の
赤

丸
氏
参
加 

【
自
然
保
護
】11

/
1
4

～1
5
 

全

国
自
然
保
護
担
当
者
会
議 

（
オ
プ
シ
ョ
ン
登
山
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
有
り
） 

 
1
0
/
3
1

・1
1
/

１ 

関
東
ブ
ロ

ッ
ク
自
然
保
護
担
当
者
会
議

（
山
梨
）
澤
藤
・
加
納 

参
加

予
定 

【
海 

外
】
ワ
ー
ル
ド
ピ
ー
ク

ス
よ
り
「
韓
国
・
仁
寿
峰
」
三

名
（1

0
/
1
8

～2
2

） 

【
救
助
隊
】10

/
1
8
 

捜
索
訓
練

-

麻
芋
の
滝
（
裏
妙
義
） 

 

1
0
/
2
6
 

岩
で
の
搬
出
訓
練
（
机

上
） 

二
月
の
深
雪
訓
練
の
打

合
せ
も
す
る
の
で
、
理
事
の
出

席
も
要
請 

【
登
山
学
校
】 

地
図
の
読
み
方
：9

/
5
 

机
上 

受
講
者
二
十
二
名
、
運
営
委
員

十
名 

合
計
三
十
二
名
、9

/
6
 

実
技
：
兜
山
。
受
講
者
十
八
名
、

運
営
委
員
八
名
合
計
二
十
六
名

岩
登
り
：1

0
/
3
 

机
上 

受
講

者
十
八
名
（
ス
ポ
ッ
ト
九
名
、

見
学
一
名
）
予
定 

1
0
/
4
 

実
技
：
日
和
田
山 

ボ

ル
ダ
ー
、
男
岩
、
女
岩 

受
講

者
十
八
名
（
ス
ポ
ッ
ト
九
名
）

運
営
委
員
十
名
予
定 

【
岩
ネ
ッ
ト
】 

9
/
1
2

～1
3
 

秩
父
小
川
山
（
中
止
） 

1
1
/
1
 

 
 

 

広
沢
寺 

【
登
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
】 

第
三
回
雪
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
開
催

予
定 

日
程
調
整
（
徳
重
・
伊

藤
・
後
藤
） 

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

西
部
＝1

1
/
1
5
 

交
流
集
会 

（
丸
山
） 

南
部
＝
会
議9

/
2
4
 

議
題
：
古

賀
志
山
他
南
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
バ

ス1
0
/
2
5
 

（2
4

名
参
加
予
定
）

次
回
：1

0
/
2
2
 

 
 

 
 

 
 

 

中
部
＝
会
議9

/
1
6
 

議
題
：
読

図
山
行
（1

1
/
1
5

） 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

次
回
：1

1
/
1
1
 

議 
 

 

題 
 
 

１
、
安
全
登
山
講
演
会 

日
程
：
十
一
月
二
十
九
日
（
日
） 

受
付
：
十
三
時 

 

開
演
：
十
三
時
三
十
分 

 
 

会
場
：
労
働
会
館 

２
階
講
堂 

講
師
：
井
芹
昌
二
氏
（
全
国
連

盟
遭
難
対
策
部
長
） 

演
題 


 

労
山
過
去
の
事
故
か
ら 


 

大
雪
山
系
遭
難
事
故
を
考

え
る 


 

こ
れ
か
ら
の
安
全
登
山
を

め
ざ
し
て 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
テ
ー
マ
の
確

認 
 

 

参
加
費
：
＠
五
百
円
（
百
二
十

名
予
定
） 

 
 

 

２
、
遭
難
・
防
止
安
全
教
育
担

当
者
会
議 

日
程
：
十
一
月
二
十
九
日
（
日
） 

受
付
：
九
時 

 
 

 

開
始
：
九
時
三
十
分 

 
 

会
場
：
労
働
会
館 

議
題 


 

ト
ム
ラ
ウ
シ
の
遭
難
事
故 


 

県
連
会
員
以
外
の
遭
難
救

助
要
請
に
つ
い
て 

 


 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例 

ト
ム
ラ
ウ
シ
の
遭
難
事
故
に
つ

い
て
は
、
各
会
へ
の
意
識
付
け

に
な
る
よ
う
に
、
意
見
交
換
会

と
し
て
は
？ 

 

会
場
も
広
い
の
で
、
担
当
者

以
外
の
参
加
も
要
請
。
理
事
も
。 

 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

最
近
提
出
件
数
が
減
っ
て
い
る
。 

出
し
づ
ら
い
理
由
。
報
告
書
の

書
式
？
安
全
へ
の
意
識
の
問

題
？
各
理
事
か
ら
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
の
提
出
を
会
員
に
呼
び
掛
け

て
も
ら
う
。 

３
、
県
連
会
員
以
外
の
遭
難
救

助
要
請
に
つ
い
て 

○
警
察
・
消
防
等
の
捜
索
終
了

後
、
捜
索
依
頼
が
あ
っ
た
場
合

の
対
応
。
来
月
審
議
。 

原
案
は
徳
重
副
理
事
長
が
作
成

済
み
。 

４
、
そ
の
他 


 

県
連
規
約
改
正 

・
三
役

互
選
‐
来
月
審
議 


 

大
雪
山
系
遭
難
事
故
に
つ

い
て 

・
主
催
者
側
の
問
題
‐
予
測
を

し
て
い
な
い
。
参
加
者
に
過
去

の
事
故
情
報
を
流
し
て
い
な
い
。 

・
参
加
者
側
の
問
題 

・
今
後
の
対
策 

次
回
の
理
事
会
時
に
、
カ
レ
ン

ダ
ー
が
到
着
し
ま
す
。 
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イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ 

シ
ス
ー
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
座
山
の
会 

嶋
田 

好
枝 

期
日 
二
〇
〇
九
年
八
月
六
日

（
木
）
～
八
月
十
七
日
（
月
） 

メ
ン
バ
ー 

女
性
ば
か
り
全
部

で
十
一
名 

 

労
山
五
〇
周
年
行
事
、
「
０

９
女
性
の
た
め
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
学

校
」
の
「
シ
ス
ー
谷
コ
ー
ス
」

に
、
埼
玉
か
ら
は
４
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
労
山
の
事
務
所
で

何
回
も
集
ま
っ
て
学
習
を
し
た

り
コ
ー
ス
の
説
明
を
聞
い
た
り
、

交
流
を
し
た
り
し
て
、
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
７
月
下
旬

に
は
、
高
所
順
応
と
い
う
こ
と

で
富
士
山
に
も
登
り
ま
し
た
。

成
田
か
ら
デ
リ
ー
に
着
く
の
に
、

十
時
間
も
か
か
り
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
に
泊
り
、
次
の
日
に
は
５

７
０
ｋ
ｍ
を
十
五
時
間
か
け
て

マ
ナ
リ
ま
で
行
き
ま
し
た
。
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
に
は
な
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
時
々
段
差
の
あ
る

道
で
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
を
中
心

に
車
の
交
通
量
が
多
い
た
め
、

す
れ
違
っ
た
り
追
い
越
し
た
り

し
て
進
み
ま
し
た
。 

マ
ナ
リ
に
あ
る
森
田
さ
ん

が
経
営
し
て
い
る
山
荘
（
風
来

坊
）
に
は
、
二
十
時
五
十
分
に

着
き
ま
し
た
。
森
田
さ
ん
夫
妻

が
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
て
、
ほ

っ
と
し
ま
し
た
。
風
来
坊
の
夕

食
は
、
み
そ
汁
、
ご
は
ん
、
パ

ス
タ
、
カ
レ
ー
、
天
ぷ
ら
、
サ

ラ
ダ
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
で

味
が
良
か
っ
た
で
す
。
ご
飯
も

日
本
の
米
で
し
た
。
マ
ナ
リ
の

気
温
は
二
〇
度
、
標
高
は
二
一

五
〇
ｍ
で
、
快
適
で
し
た
。 

３
日
目
は
、
マ
ナ
リ
で
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
し
ま
し
た
。
森
田

さ
ん
の
奥
さ
ん
に
付
き
あ
っ
て

も
ら
っ
て
、
マ
ナ
リ
の
中
心
地

ま
で
歩
い
て
買
い
物
に
行
き
ま

し
た
。
全
員
で
、
記
念
に
パ
ン

ジ
ャ
ビ
ス
ー
ツ
を
作
り
ま
し
た
。

マ
ナ
リ
で
の
買
い
物
は
、
値
段

が
安
く
、
イ
ン
ド
料
理
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。 

 

次
の
日
に
は
風
来
坊
を
朝
出

発
し
、
４
台
の
ジ
ー
プ
に
三
人

ず
つ
乗
っ
て
、
舗
装
さ
れ
て
い

な
い
ガ
タ
ガ
タ
道
を
ゆ
ら
れ
て

行
き
ま
し
た
。
ロ
ー
タ
ン
パ
ス

（
約
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
を

越
え
て
行
き
ま
し
た
。
花
を
眺

め
、
景
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

お
目
当
て
の
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
は

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
岩
場
に
咲
い

て
い
ま
し
た
。
色
は
ブ
ル
ー
と

言
う
よ
り
も
紫
に
近
か
っ
た
で

す
。
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
て
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
山
が
き
れ
い
で
、
空

が
真
っ
青
で
し
た
。
シ
ス
ー
村

の
キ
ャ
ン
プ
場
に
テ
ン
ト
を
張

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
標
高
は
、

三
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

で
し
た
。
広
い
テ
ン
ト
に
二
人

ず
つ
寝
ま
し
た
。 

八
月
十
日
（
月
）
一
日
目 

 

こ
の
日
か
ら
４
日
間
の
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

八
時
十
五
分
出
発
、
私
た
ち
が

準
備
を
し
て
い
る
間
に
、
ス
タ

ッ
フ
の
人
た
ち
が
テ
ン
ト
を
片

付
け
、
一
〇
頭
の
馬
に
荷
物
を

全
部
載
せ
て
い
ま
し
た
。
お
昼

の
ラ
ン
チ
を
も
ら
い
、
歩
き
始

め
ま
し
た
。
三
七
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
の
と
こ
ろ
ま
で
登
り

ま
し
た
。
す
ご
く
ゆ
っ
く
り
歩

い
た
の
で
、
歩
く
の
は
、
楽
で

し
た
。
氷
河
の
あ
る
五
千
ｍ
の

高
い
山
が
き
れ
い
に
見
え
ま
し

た
。
シ
ス
ー
谷
に
沿
っ
て
ト
ラ

バ
ー
ス
す
る
よ
う
に
歩
い
て
行

き
ま
し
た
。
馬
が
私
た
ち
の
大

き
な
荷
物
を
運
ん
で
く
れ
、（
テ

ン
ト
も
食
料
も
）
途
中
で
追
い

越
し
て
行
き
ま
し
た
。
お
昼
ご

ろ
、
馬
が
二
頭
私
た
ち
の
と
こ

ろ
ま
で
下
り
て
き
た
の
で
、
久

保
さ
ん
と
私
が
乗
せ
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は

緊
張
し
て
い
た
の
で
す
が
、
し

ば
ら
く
し
た
ら
平
気
に
な
り
、

快
適
で
し
た
。
交
替
で
乗
り
ま

し
た
。
山
を
巻
く
よ
う
に
し
な

が
ら
登
っ
て
行
き
ま
し
た
。
シ

ス
ー
谷
の
水
は
き
れ
い
で
し
た

が
水
量
が
多
く
水
の
流
れ
が
急

で
し
た
。
途
中
、
流
れ
が
急
な

所
を
徒
渉
し
ま
し
た
。
富
士
山

の
高
さ
（
三
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル

位
）
ま
で
来
る
と
、
ト
ー
チ
草

の
よ
う
な
ピ
ン
ク
の
花
が
群
生

し
て
い
て
、
す
ご
く
き
れ
い
で

し
た
。
登
り
切
っ
て
少
し
下
り

た
ら
、
テ
ン
ト
が
も
う
出
来
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
て
、
一
日
の
疲
れ
を
癒

し
ま
し
た
。
私
は
夜
、
ダ
イ
ヤ

モ
ッ
ク
ス
を
半
錠
飲
み
ま
し
た
。 

           

八
月
十
一
日
（
火
）二
日
目 

 

朝
七
時
二
十
分
に
は
出
発
し

ま
し
た
。
高
度
が
高
い
の
で
、

深
呼
吸
を
す
る
こ
と
と
、
水
分

を
た
く
さ
ん
取
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ッ
ク
ス

を
朝
も
半
錠
飲
ん
だ
の
で
、
頭

の
痛
い
の
は
、
す
っ
か
り
良
く

な
り
ま
し
た
。
七
時
五
十
分
に

は
３
７
７
３
メ
ー
ト
ル
の
ビ
ュ

ー
ポ
イ
ン
ト
に
着
き
ま
し
た
。

シ
カ
ル
ベ
と
マ
カ
ル
ベ
と
い
う

二
つ
の
山
が
き
れ
い
に
見
え
ま

し
た
。
十
時
四
十
分
に
は
４
０

８
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
登
り
、
今

日
目
指
し
て
い
た
ギ
ャ
バ
ン
氷

河
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
お
昼

に
は
、
氷
河
直
下
４
３
３
５
ｍ

ま
で
登
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
今

回
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
一
番
高

い
地
点
と
な
り
ま
し
た
。
感
激

の
一
瞬
で
し
た
。
氷
河
が
目
の

前
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
４
０
０

０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
の
と

こ
ろ
に
も
花
が
た
く
さ
ん
咲
い

て
い
て
、
緑
が
多
い
の
に
は
驚

き
ま
し
た
。
白
＊
黄
色
、
青
、

赤
な
ど
可
憐
な
花
た
ち
が
ず
っ

と
咲
き
続
い
て
い
ま
し
た
。
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
景
色
で

し
た
。
良
い
天
気
で
、
真
っ
青

な
空
と
氷
河
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
私
た
ち
十
三
人
し
か
い
な
い

と
い
う
別
天
地
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
然
の
大
き

さ
、
偉
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

昼
食
を
と
り
、
元
の
道
を
下
山

し
て
、
四
時
ご
ろ
標
高
３
７
０

０
メ
ー
ト
ル
の
テ
ン
ト
の
あ
る

場
所
ま
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

帰
り
も
花
と
山
と
空
を
見
な
が

ら
下
り
ま
し
た
。
途
中
に
羊
の

群
れ
が
あ
り
、
放
牧
を
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
日
の
行
動
時
間

は
、
９
時
間
で
し
た
。 

八
月
十
二
日
（
水
）三
日
目 

 

八
時
半
に
３
７
０
０
メ
ー
ト

ル
の
テ
ン
ト
場
か
ら
出
発
し
て
、

元
の
３
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
と

こ
ろ
ま
で
下
り
ま
し
た
。
５
時

間
も
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り
と
下

山
し
ま
し
た
。
雄
大
な
イ
ン
ド

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
に
別
れ
を
惜

し
み
な
が
ら
、
下
り
て
き
ま
し

た
。
十
一
人
全
員
で
最
後
ま
で

い
っ
し
ょ
の
行
動
が
で
き
た
の

が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。 

八
月
十
三
日
（
木
）四
日
目 

 

八
時
半
に
テ
ン
ト
を
出
発
し

て
、
マ
ナ
リ
に
向
か
い
ま
し
た
。

帰
り
の
支
度
を
し
て
、
テ
ン
ト

を
片
付
け
て
も
ら
い
、
シ
ス
ー

村
を
出
発
し
ま
し
た
。
途
中
ま

た
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー

タ
ン
パ
ス
を
通
過
し
ま
し
た
。 

十
七
日
に
は
無
事
に
日
本

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
参

加
し
た
人
た
ち
は
全
員
が
仕
事

を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
で
し
た
。

た
く
さ
ん
話
を
し
て
す
っ
か
り

意
気
投
合
し
ま
し
た
。
自
然
の

雄
大
さ
と
、
い
っ
し
ょ
に
行
っ

た
人
た
ち
か
ら
の
元
気
を
も
ら

い
、
充
実
し
た
夏
休
み
に
な
り

ま
し
た
。
ダ
ン
ニ
ャ
バ
ー
ド
（
あ

り
が
と
う
）
。 

※
一
五
二
号
に
も
掲
載
予
定
！ 
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第
四
回 

地
図
の
読
み
方 

 

浦
和
山
の
会 

柴
田 

典
峰 

九
月
六
日
、
兜
山
山
行 

Ｊ
Ｒ
中
央
線
春
日
居
町
駅
に
集

合
し
全
員
が
揃
っ
た
所
で
ス
ト

レ
ッ
チ
を
す
る
だ
け
で
汗
を
か

く
程
に
暑
い
日
。 

各
班
別
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
①
春
日
居
町
駅
か
ら
国
道

に
出
て
道
標
に
従
い
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
②
と
③
の
岩
下
温
泉

で
再
度
コ
ン
パ
ス
を
合
わ
せ
る
。

岩
下
温
泉
付
近
か
ら
桃
・
葡
萄

畑
の
中
を
通
り
④
夕
狩
沢
古
戦

場
跡
の
看
板
を
左
折
し
登
り
始

め
、
花
火
工
場
の
脇
を
通
り
大

岩
が
有
る
⑤
登
山
道
入
口
か
ら

鎖
場
を
通
る
。
⑥
兜
山
山
頂
に

辿
り
着
い
た
。
⑦
最
高
点
は
そ

の
手
前
の
場
所
を
誤
認
し
た

か
？
⑧
⑨
の
分
岐
と
⑩
駐
車
場

に
全
員
無
事
で
下
山
し
ま
し
た
。 

登
山
中
、
良
か
っ
た
点
は
五
日

の
机
上
で
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

が
地
図
上
に
明
記
さ
れ
て
い
た

物
を
配
布
さ
れ
、
事
前
に
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

反
省
点
は
、
少
量
の
水
で
登
山

す
る
の
を
試
み
た
が
、
駐
車
場

迄
で
一
リ
ッ
ト
ル
の
水
は
無
く

な
っ
て
し
ま
い
、
逆
に
更
に
一

リ
ッ
ト
ル
半
を
帰
り
道
で
は
飲

む
は
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

水
は
余
分
に
持
参
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｊ
Ｒ
中
央
線
で
帰
り
の
列
車
は
、

待
ち
合
わ
せ
停
車
が
多
く
時
間

が
か
か
り
過
ぎ
る
の
が
難
点
。

帰
り
の
時
間
を
配
慮
し
て
交
通

手
段
を
取
る
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

登
山
学
校
９
月
講
座
感
想 

 

木
村
奈
奈
恵
（
朝
霞
市
） 

 

子
供
の
頃
、
時
折
沿
線
の
山

に
登
り
に
、
母
に
連
れ
て
行
っ

て
貰
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
で

も
山
が
好
き
な
き
っ
か
け
だ
と

思
い
ま
す
。
一
度
、
母
が
登
山

口
を
分
か
ら
ず
に
迷
っ
て
し
ま

い
、
結
局
登
れ
ず
に
帰
っ
て
き

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
以
来
、

山
の
道
は
分
か
り
に
く
い
も
の

な
の
だ
と
い
う
感
覚
が
染
み
つ

い
て
い
ま
す
。 

今
回
、
登
山
学
校
で
地
図
の

読
み
方
を
机
上
、
実
技
と
２
日

間
で
教
え
て
い
た
だ
き
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た

時
間
内
で
は
地
図
の
成
り
立
ち
、

活
用
法
を
初
歩
か
ら
学
ぶ
の
は

難
し
い
も
の
で
、
今
回
初
め
て

地
形
図
を
手
に
し
た
受
講
者
の

中
に
は
、
何
故
磁
北
線
を
引
く

の
か
、
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
が

な
か
な
か
分
か
ら
な
く
て
苦
労

し
て
い
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
地
形
図
上
に
指

示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

箇
所
と
、
現
地
で
の
ポ
イ
ン
ト

掲
示
箇
所
が
食
い
違
っ
て
い
て

立
ち
往
生
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
な

ど
あ
り
ま
し
た
が
、
思
わ
ぬ
事

が
起
き
た
時
に
、
ど
う
判
断
す

る
べ
き
か
と
い
う
面
で
学
ば
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

実
技
で
行
っ
た
兜
山
は
麓

の
葡
萄
畑
が
目
に
美
し
く
、
山

の
途
中
に
は
鎖
場
も
あ
り
と
、

残
暑
の
中
楽
し
く
登
り
ま
し
た
。

課
題
も
工
夫
し
て
い
た
だ
い
て

面
白
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 講

師
の
先
生
と
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。 

遭
難
件
数
の
中
で
道
迷
い

が
格
段
に
多
い
と
い
う
数
字
も

見
聞
き
す
る
中
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
講
習
が
山
登
り
を
趣
味

と
す
る
人
々
に
広
く
行
わ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 

 

『
埼
玉
に
こ
ん
な
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
事
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？
』 

 

浦
和
山
の
会
・
軽
部 

章 

西
武
線
の
高
麗
駅
か
ら
歩
い
て

三
十
分
程
の
場
所
に
日
和
田
山

が
あ
り
ま
す
。
北
方
の
山
頂
直

下
に
は
金
比
羅
神
社
が
祀
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
左
下
、
植
林
帯

の
中
に
高
麗
岩
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
女
岩
（
約
二
十
ｍ
）
男
岩

（
約
三
十
ｍ
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
岩
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ゲ

レ
ン
デ
と
し
て
の
歴
史
は
古
く
、

八
十
年
代
始
め
に
は
女
岩
大
ハ

ン
グ
が
フ
リ
ー
化
さ
れ
、
一
躍

注
目
さ
れ
る
存
在
と
な
り
、
日

本
の
ハ
ー
ド
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
発
祥
の
地
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
世

界
で
有
名
な
平
山
ユ
ー
ジ
さ
ん

も
、
近
く
に
住
ま
い
が
あ
る
事

で
、
若
い
頃
か
ら
こ
の
岩
場
で

鍛
練
し
た
と
言
っ
て
お
り
ま
し

た
。 

 

私
も
こ
の
岩
場
に
通
い
始
め

て
あ
る
時
、
裸
足
の
老
人
が
手

に
箸
を
持
ち
、
岩
場
に
落
ち
て

い
る
タ
バ
コ
の
吸
い
殼
や
ゴ
ミ

を
拾
っ
て
い
る
の
を
、
こ
こ
に

来
る
度
に
見
掛
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
驚
い
た
の
は
女
岩

の
大
バ
ン
グ
を
ま
る
で
猿
の
よ

う
に
裸
足
で
、
い
と
も
簡
単
に

登
っ
て
い
る
事
で
し
た
。 

 

そ
の
後
い
つ
し
か
挨
拶
を
交

わ
す
よ
う
に
な
り
、
お
名
前
は

吉
田
恵
一
さ
ん
、
御
年
は
八
十

四
歳
と
知
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
岩
場
は
現
在
日
高
市
の

所
有
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
死
亡
事
故
も
起
き
て
い
て
、

今
後
こ
の
よ
う
な
事
故
が
重
な

る
と
使
用
禁
止
の
規
制
が
引
か

れ
る
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
憂
慮
し
た
吉
田
さ
ん
は
、

昨
年
の
三
月
と
十
一
月
に
岩
崎

元
郎
さ
ん
、
平
山
ユ
ー
ジ
さ
ん

ら
を
迎
え
、
八
十
名
を
越
え
る

人
達
で
日
和
田
山
周
辺
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
ク
ラ
イ
マ
ー
に
は
安
全

の
た
め
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

も
訴
え
ま
し
た
。 

 

い
ま
で
は
吉
田
さ
ん
の
事
を

『
仙
人
』
と
呼
ぶ
人
も
増
え
ま

し
た
。 

 

そ
の
吉
田
さ
ん
が
八
月
二
十

九
日
土
曜
日
、
男
岩
と
女
岩
を

結
ぶ
上
部
の
登
山
道
か
ら
下
の

岩
場
に
降
り
よ
う
と
し
た
時
、

足
を
滑
ら
し
た
か
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
滑
落
し
て
し
ま

い
し
た
。
急
濾
ヘ
リ
で
病
院
に

搬
送
さ
れ
、
症
状
は
右
後
頭
部

陥
没
骨
折
で
、
緊
急
手
術
が
施

さ
れ
、
現
在
は
簡
皐
な
イ
エ
ス
、

ノ
ー
を
態
度
で
示
す
事
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
そ

う
で
す
。 

 

多
く
の
ク
ラ
イ
マ
ー
に
影
響

を
与
え
て
き
た
吉
田
さ
ん
、
仙

人
の
力
で
早
く
回
復
し
て
、
ま

た
日
和
田
で
会
え
る
日
を
待
っ

て
い
ま
す
。 

 

埼
玉
の
登
山
学
校
で
も
使
っ

て
い
る
こ
の
日
和
田
に
、
吉
田

恵
一
さ
ん
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
事
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
き
た
く
書
き
ま
し
た
。 
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登山学校 

第 21 回 全国海外登山集会のお知らせ  全国連盟・海外委員会 

１、開催日  2009 年 11 月 28 日（土）13 時より 29 日（日）12 時まで 

２、会場   東京大学 検見川総合運動場 

３、記念講演 大蔵 喜福氏  

（マッキンリーでの気象観測・環境問題などで活躍中） 

４、参加費  宿泊参加 8,000 円（懇親会込）  

１日参加 1,000 円（資料代のみ） 

５、アクセス ＪＲ総武線 新検見川駅下車 徒歩 10 分 

 

 

 



関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
交
流
会

の
報
告 

九
月
五
日
（
土
）
十
三
：
三
十

～
宇
都
宮
市
冒
険
活
動
セ
ン
タ

ー
に
て
～
６
日
（
日
）
宇
都
宮

市
富
屋
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
十

二
時
迄
の
両
日
に
栃
木
県
連
盟

主
管
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
交

流
会
が
盛
況
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

交
流
会
に
は
「
全
国
連
関
係
で

は
後
藤
副
理
事
長
を
は
じ
め
三

名
」
、
「
東
京
都
連
盟
は
三
尾

理
事
長
は
じ
め
五
名
」
、
「
神

奈
川
県
連
盟
は
後
藤
理
事
長
」
、

「
千
葉
県
連
盟
は
広
木
会
長
は

じ
め
三
名
」
「
埼
玉
県
連
盟
は

武
笠
理
事
長
は
じ
め
二
名
」
、

「
群
馬
県
連
盟
は
奈
良
原
理
事

長
は
じ
め
二
名
」
、
「
茨
城
県

連
盟
は
鈴
木
理
事
長
は
じ
め
三

名
」
、「
山
梨
県
連
盟 

欠
席
」
、

そ
し
て
主
管
か
ら
は
八
木
沢
理

事
長
、
運
営
お
手
伝
い
を
含
め

て
十
二
名
、
全
体
で
三
十
一
名

が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会
で
は
、 

１
） 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
の

全
国
副
会
長
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

会
長
）
に
つ
い
て
は
、
来
年
二

月
二
十
日
の
第
二
十
九
回
全
国

総
会
に
お
い
て
「
現 

西
本
副

会
長
」
を
来
期
も
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
選
出
「
全
国
副
会
長
」
と
し

て
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。 

２
）
ま
た
、
全
国
連
女
性
委
員

会
（
本
多
理
事
）
よ
り
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
女
性
担
当
者
会
の
活
動

報
告
と
二
〇
一
〇
年
一
月
開
催

す
る
「
第
十
一
回
東
日
本
女
性

登
山
交
流
集
会
Ｉ
Ｎ
高
尾
」
の

報
告
と
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。 

３
）
こ
の
後
は
各
地
方
連
盟
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
、
発
表
し

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。 

 
特
に
会
員
数
の
減
少
な
ど
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て 

 

教

育
活
動
に
つ
い
て
（
特
に
登
山

楽
校
や
ハ
イ
キ
ン
グ
楽
校
の
運

営
と
、
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る

方
々
の
苦
労
話
な
ど
）
が
夜
遅

く
ま
で
話
合
わ
れ
ま
し
た
。 

 

４
）
ほ
か
に
は
、
第
二
十
一 

回

全
国
海
外
登
山
集
会
に
つ
い
て

の
協
力
要
請
（
千
葉
県
連
盟
）
、

第
十
七
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
「
雪

崩
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
講
習

会
」
ご
案
内
（
案
）
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。 

          

最
近
読
ん
だ
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸
の
摂
取
効
果 

Ｈ
Ｃ
上
里 

矢
崎
辰
雄 

        

「
運
動
時
に
は
、
タ
ン
パ
ク
質

（
二
十
種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
か
ら

な
る
）
が
糖
質
と
と
も
に
重
要

に
な
る
。
ア
ミ
ノ
酸
の
中
で
も
、

必
須
ア
ミ
ノ
酸
（
ほ
と
ん
ど
体

内
で
合
成
で
き
な
い
）
で
あ
る

分
岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸
（
バ
リ
ン
、

ロ
イ
シ
ン
、
イ
ソ
ロ
イ
シ
ン
）

が
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

分
岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸
は
、
①
筋

タ
ン
パ
ク
質
の
分
解
を
抑
え
、

合
成
を
進
め
て
、
運
動
中
・
後

の
筋
肉
痛
や
疲
労
感
を
軽
減
さ

せ
る
、
②
そ
れ
自
体
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
に
な
る
の
で
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
の
節
約
が
で
き
、
ス
タ
ミ

ナ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
、
③
血
液
脳

関
門
（
脳
を
守
る
た
め
に
、
脳

へ
の
物
質
の
移
動
を
制
限
す
る

機
構
）
で
、
同
じ
く
必
須
ア
ミ

ノ
酸
の
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
（
セ

ロ
ト
ニ
ン
生
成
に
か
か
わ
る
物

質
）
と
競
合
し
て
そ
の
取
り
こ

み
を
抑
え
、
脳
の
中
枢
性
の
疲

労
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
。 

 

摂
取
後
三
十
分
で
効
果
は
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
の
で
、
運
動
前

三
十
分
前
か
ら
こ
ま
め
に
補
給

し
、
肝
心
な
の
は
、
糖
質
と
同

じ
く
運
動
直
後
に
十
分
補
給
す

る
こ
と
（
運
動
終
了
後
二
時
間

過
ぎ
る
と
そ
の
効
果
は
な
い
）
。

運
動
直
後
は
胃
も
疲
れ
て
い
て

肉
や
魚
を
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
、

分
岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸
飲
料
を
利
用

す
る
の
が
便
利
。
成
分
量
で
二

～
四
グ
ラ
ム
の
摂
取
が
望
ま
し

い
」 

 
 

分
岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸
は
、
「
こ

れ
は
行
動
食
の
代
わ
り
に
も
な

る
」
徳
重
埼
玉
労
山
救
助
隊
長

を
は
じ
め
、
多
く
の
会
員
の
実

践
で
確
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

本
に
は
、
そ
の
科
学
的
裏
づ
け

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
項

目
以
外
に
も
、
楽
し
く
登
山
の

科
学
が
学
べ
る
本
だ
。
イ
ラ
ス

ト
も
楽
し
く
読
み
や
す
い
。 

「
登
山
は
元
気
を
与
え
て
く
れ

る
総
合
芸
術
」
杏
林
大
学
医
学

部
教
授 

大
野
秀
樹
著 

ナ
ッ
プ
刊 

Ａ
６
版
一
六
二
ペ

ー
ジ
一
一
〇
〇
円
＋
税 

（
※
セ
ロ
ト
ニ
ン 

神
経
伝
達

物
質
の
一
つ
。
脳
・
脾
臓
・
胃

腸
・
血
小
板
多
く
含
ま
れ
、
平

滑
筋
の
収
縮
、
血
管
収
縮
、
止

血
、
に
か
か
わ
り
、
脳
で
は
神

経
伝
達
に
か
か
わ
る
。
） 
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□   第１５１号   ２００９年 １０月１３日（火）発行                   埼  玉  労  山  （４）    

 

 

著書イラスト 

 

救助隊 訓練のお知らせ 

救助隊合同訓練（東京・神奈川・千葉・埼玉）10 月 17～18

日に行われる活動計画が変更になり、埼玉県連独自の訓練とな

りました。「単日」   

参加締切日 10 月 10 日 

＊・各ブロック長まで「参加」・「不参加」いずれか、必ず連

絡をお願いします。 

実技訓練 

日時：10 月 18 日 横川駅駐車場・AM8：30 集合 

（車乗合）打ち合わせ 

場所：「裏妙義」麻芋ノ滝（コースは当日）発表します。  

訓練開始：AM9：00 

訓練内容 

遭難事故（想定）滑落者を捜索する。（搬送も予定） 

個人装備：岩場のセルフレスキュー装備一式（登攀具一式） 

共同装備は救助隊で用意します。    事務局 若木 由和                     

 

〈編集後記〉 

2008 年 4 月より、今後の山仲間へ 

残しておきたい・伝えたい、また 

山や会合で楽しみや励ましを分か 

ちあえるように、『みんなの歌』 

を掲載させて戴いております。 

この度「埼玉労山 150 号記念」 

特別版として歌集を作成しました。 

是非、今後の会山行や県連行事にはご持参頂いてご活

用をお願いします。 

先日、会の公開ハイキングで荒船山に行ってきました。 

艫岩展望台の傍らに花が活けてありました。8 月に起き

たクレヨンしんちゃんの作家で臼井義人さんへの弔い

と思いました。沢山の登山客も来ていました。是非、

危険な場所では慎重な行動を！ 

さて、152 号は原稿締め切り 10 月末日、印刷発送は 11

月 9 日（月）です。よろしくお願いします。 （アオ） 

♪みんなの歌♫ 

 

 

機関紙「埼玉労山 150号記念」 

特別版 

 


